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1.概要 

鋼床版では、デッキプレートと垂直補剛材の溶接部近傍に疲労き裂が発生する場合があり、重大な損傷に至

る可能性がある。この疲労き裂の発生を抑制するには、板表面の溶接部近傍で急激に大きくなる応力を緩和す

る必要があるが、この溶接部近傍の剛性を大幅に高くすると周辺の溶接部に高い応力が発生する恐れがある。

このような部位の応力を、応急的に適切に緩和するため、剛性の高い樹脂を使用した樹脂ブロック（図１参照）

を当該部に施工する手法を提案する。施工状況の概念図を図２に示す。 

この樹脂ブロックによる補強効果を確認するため、試験および解析検討を行った。鋼床版試験体に樹脂ブロ

ックを施工し、載荷試験により発生応力を計測した。この計測結果とＦＥＭ解析結果から、疲労強度に関係す

るホットスポットストレス位置での発生応力を推定し、補強効果を明らかにした。 
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図１ 補強樹脂ブロック         図２ 鋼床版補強の概念図 

2.施工 

図３に示す鋼床版試験体の垂直補剛材とデッキプレートの溶接部近傍に、補強樹脂ブロックを図４に示すよ

うに施工した。ひずみゲージは左右の主桁で対称になるように溶接部近傍に貼付した。 
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図３ 補強樹脂ブロック施工位置 
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3.載荷試験 

補強側、無補強側の溶接部について、図５に示すようにＵリブ上の

床版に載荷した際に、デッキプレート側、垂直補剛材木端面側の止端

から 17 mm 位置での発生応力を計測した。溶接部からの距離が同じ載

荷ラインに載荷した計測結果同士（Ｌ１とＬ７、Ｌ２とＬ６、Ｌ３と

Ｌ５）を比較し、補強効果を求めた。 

 

図５ 載荷ライン 
4.検討 

ＦＥＭ解析により外力に対する応力分布を求め、ゲージ位置での計測値からホットスポットストレス位置で

の載荷による発生応力を推定した。 

(1)ＦＥＭ解析による応力分布の算出 

デッキプレート、垂直補剛材、溶接ビード、補強樹脂ブロックを図６のようにモデル化した。主桁との接合

部は完全拘束とし、反対側のデッキプレートの端部に垂直せん断力、モーメントを負荷して、発生応力を求め

た。各負荷に対する、デッキプレート側の補強の有無による発生応力を図７に示す。 
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a)端部垂直せん断力 1kN             b)端部モーメント 100Nm 

図７ デッキプレート側水平方向応力と溶接止端距離の関係 
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図６ 解析モデル 

(2)補強効果の評価 

計測値とＦＥＭ解析から、各溶接部での疲労強度に対応するホットスポットストレスを推定した。各載荷ラ

インでの最大応力の補強の有無による変化と応力低減率を図８に示す。 
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a)デッキプレート側発生応力       b)垂直補剛材側発生応力 

図８ 各載荷ラインでの最大応力の補強の有無による比較 

5.まとめ 

鋼床版試験体のデッキプレートと垂直補剛材の溶接部に補強樹脂ブロックを施工し、載荷試験によりひずみ

計測を行った。疲労強度に対応する位置での応力を、試験結果からＦＥＭ解析を使用して推定した。 

載荷による最も発生応力が高い位置での、補強樹脂ブロックによる応力低減は 29％～49%であった。 

最後に、一連の実験計測は、㈳施工技術総合研究所にご協力いただいた。ここに記して、謝辞といたします。 
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